
・推進本部会議の開催　２回
・プロジェクト部会（１０部会）の開催　　随時
・市民や議会への進捗状況報告　１回

・同　上

全体 №１
個別 001-01

項 目 地域循環システムの構築に向け検討を進めます

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 豊かな自然との調和を図り、地球環境にやさしい人とまち

施 策 資源循環型社会の構築

平成２７年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標

課　名 新 政 策 推 進 課

1

内 容

　「自立するふるさとのしま　対馬」をキャッチフレーズに、
「海」「森林」「国際ビジネス」「生ゴミ」「地域コミュニティ」
「域学連携」の６つの循環を提唱し、地域資源を活用した産業振興
と循環型社会の実現に向けて、平成２６年度に作成した３箇年計画
に基づいて、調査や検討を進めます。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

達 成 時 期 平成２８年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月

【達成年度】

12月 １月 ２月 ３月

推進本部会議

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

各部会の開催

市民・議会への
進捗状況報告

11月



①域学連携地域づくり実行委員会・作業部会の開催　各１回
②インターン学生の受入
・短期合宿「島おこし実践塾」の開催　３０人
・現場学（中長期インターン）の受入　２０人
・学術研究（学術研究奨励補助研究、自由研究）の受入　４件
③学生の活動・滞在拠点の整備計画の作成
④「対馬学フォーラム(仮称)」の設立と設立イベントの開催１２５人
⑤こども対馬未来塾の開催（自習スペースと郷土学習の提供）

夏休みこども寺子屋（小中学生対象）１６回
学び舎つしま（高校生対象）２６回

・同　上

平成２７年度［しまづくり戦略本部

課　名 新 政 策 推 進 課

］ 組織目標

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策

全体
個別

№２
001-02

域学連携による地域づくりを推進します

達 成 時 期 平成２８年３月

３月

Ｕ・Ｉターン等　定住化対策の促進

12月 １月

項 目

2

内 容

　大学と地域が連携し、様々な地域課題の解決に向けた実践的な取
り組みを進めたり、地域資源を活用した新たな産業や社会の枠組み
を創出するなどし、地場産業や観光産業等の活性化を図るととも
に、地域づくりを担う人材の育成にも努めます。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

学生活動・滞在拠
点整備計画作成

２月７月 ８月 ９月 10月 11月５月 ６月

対馬学フォーラ
ム（仮称）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

こ
ど
も
対

馬
未
来
塾

こども
寺子屋

学び舎
つしま

【達成年度】

取り組み ４月

イ
ン
タ
ー
ン
学

生
の
受
入

短期合宿

現 場 学

学術研究

実行委員会・作
業部会 作業部会 実行委員会

設立シンポジウム準備 設立シンポジウム



・ワンストップ相談窓口での相談受付：年２０件
うち創業者の目標数：年９件

・創業支援会議の開催
代表者会議２回、ワーキング部会４回（相談件数により増減します）

・異業種間連携交流協議会の開催：３回

・ 同　上

全体 №３
個別 001-03

課　名 新 政 策 推 進 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 地場産業の振興と観光との連携

3

内 容

　事業者団体、金融機関、大学などの研究機関、行政、その他産業
振興に携わる団体等で構成する「対馬市創業支援会議」において、
創業を希望する方を多方面から総合的に支援し、産業振興と雇用の
増加により地域の活性化を目指します。
　また、「対馬市異業種間連携交流協議会」においても、異業種間
で課題等を共有しながら連携して、産業の振興策を検討していきま
す。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

項 目 様々な機関や業種が連携して産業の振興を目指します

【達成年度】

達 成 時 期 平成２８年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

平成２７年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標

８月 ３月

ワンストップ相
談窓口の相談受
付

創
業
支
援
会
議

代表者会議

ワーキング
部会

異業種間連携交
流協議会

９月 10月 11月 12月 １月 ２月



①情報連携マニュアルの作成
担当者会議の開催　２回

②職員説明会の開催
③地域への情報発信システムの検討

担当者会議の開催　２回

・同　上

全体 №４
個別 001-04

課　名 新 政 策 推 進 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 快適な暮らしを支える生活基盤の整った人とまち

施 策 地域情報通信ネットワークの構築

4

内 容

　市役所内での情報共有及び市民への情報発信についてマニュアル
を作成し、職員への説明会を行い周知徹底することで、より見える
市政を目指します。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

項 目 情報連携システムを構築します

【達成年度】

達 成 時 期 平成２８年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

平成２７年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標

９月 10月 11月 12月 ３月

マニュアル作成

職員説明会

地域への情報発
信システムの検
討

１月 ２月８月

作成マニュアルの検討



①対馬市高校魅力化推進懇話会の開催
（懇話会２回、ワーキンググループ１回）
②魅力化に関する地域意見交換会の開催（上・中・下３回）
③対馬３高校魅力化構想の策定
④島おこし協働隊や域学連携事業による高校魅力化サポート

⑤３高校の情報発信支援（広報つしま連載掲載）
⑥３高校への経済及び交通支援策等の検討
⑦高校魅力化先進地調査（山口県津和野等・大崎上島町等）

・同　上

全体 №５
個別 001-05

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 Ｕ・Ｉターン等　定住化対策の促進

組織目標

5

内 容
　市と高等学校とが連携・協働し、対馬３高校の維持・存続を図る
ため、高校の魅力化を推進します。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

⑤情報発信支援

⑥経済・交通支
援策の検討

⑦先進地調査

項 目 対馬３高校の魅力化を推進します。

（学び舎つしま26回開催、島おこし実践塾への高校生受入、総合学習支援）

【達成年度】

達 成 時 期 平成２８年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

④高校魅力化サ
ポート

平成２７年度［しまづくり戦略本部］

取り組み

課　名 新 政 策 推 進 課

３月

①懇話会

②地域意見交換
会

③魅力化構想策
定

12月 １月８月 ９月 10月 11月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

WG 懇話会

策定パブリックコメント

懇話会

上対馬高校総合学習支援

学び舎つしま（ふるさと学習・進学塾）

豊玉高校郷土学習支援
島おこし実践塾

広報つしま、つしまる通信連載

WG 懇話会

策定パブリックコメント

懇話会

上対馬高校総合学習支援

学び舎つしま

豊玉高校郷土学習支援
島おこし実践塾

広報つしま、つしまる通信連載



全体 №６
個別 001-06

２月

課　名 未来創造・交通政策課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 固有の歴史文化を発信し、交流の活発な人とまち

施 策 広域交流を支える交通アクセスの強化

1

内 容

　国境離島であり、かつ遠隔離島である対馬において住民が持続的
に暮らしていくためには、航空路の運賃低廉化を図り、国内からの
交流人口を拡大させていく必要があります。
　このため、対馬の活性化対策の１つとして航空運賃低廉化制度創
設を国に求めていくためにも、島外利用者（島民も利用は可能）を
対象とした運賃低廉化モデル事業を実施します。
　なお、モデル事業終了後は、その結果を検証し、効果を国に示て
いきます。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

項 目 航空運賃低廉化に向けた実証実験事業を取り組みます。

低廉化に向けた
国等への働きか

け

３月

平成２７年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標

・実証実験期間　　　　３ヶ月間
・期間中の旅客者数　　例年比５％増（500人/月）

【達成年度】

・航空運賃低廉化にかかる恒久的な国の支援制度の創設

達 成 時 期 平成２９年　４月

１月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み

成果の検証

８月 ９月４月 ５月 ６月 ７月

ＡＮＡとの協議

10月 11月 12月

周　知

実証実験


